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音楽

遊びの柱のサブ・ピラー（調和の輪）。関連項目：遊びの輪、音と沈黙




宇宙秩序との振動による交わりとしての音楽

調和主義において、音楽は娯楽ではありません。それはṚta（グレコ・ローマン哲学ではロゴス、宇宙の固有の調和的知性）と知覚し一致する方法です。宇宙秩序を可聴化したものです。すべての振動は現実の基本的構造の表現です。音楽区間の比率（オクターブ、完全五度、長三度）は恣意的な慣例ではなく、自然界全体で見られる数学的比率の表現です。基音の周波数とその倍音系列は人間の発明ではなく、音が空間を通じて伝播する方法の発見された特性です。私たちが音楽を作るとき、宇宙に異質な何かを創造しているのではなく、原子、軌道、銀河を構造化する同じ数学的・振動的秩序に参加しているのです。

これが音楽がすべての伝統的文明全体で神聖なものとして理解されてきた理由です。ヴェーダ伝統はウパニシャッドを特定の音楽パターンで詠唱しました。音それ自体が知識を運ぶと理解されていたからです。スーフィー献身的音楽は比喩的に神への道ではなく、神聖なものへの直接的な手段として理解されました。イスラム礼拝の呼び出しは単なる礼拝への指示ではなく、特定の旋律パターンは意識の特定の状態を共鳴させるように設計されています。バッハは数学的原理に従って作曲を構成しましたが、美的効果のためではなく、数学が神が語った言語であるという信念からです。これらは詩的な誇張ではありませんでした。これらは振動が現実の基本的方法であり、人間の意識が特定の振動パターンと一致することで直接的に影響を受けることができるという理解に基づいた機能する認識論でした。

現代科学は伝統的知慧が常に知っていたことを確認し始めています。人間の身体は60％が水であり、水は振動に極めて敏感です。シマティックスの実験は音がいかに水に幾何学的パターンを作成し、これらのパターンが音に含まれる周波数、調和、意図によって影響を受けることを示しています。神経系は振動に応答します。特定の周波数は副交感神経活性化と落ち着きを生み出し、他の周波数は交感神経活性化と警度を生み出します。特定の音楽パターンは脳波状態を同期させ、神経可塑性を高め、治癒を促進することができます。音楽の経験は耳を通じてのみ仲介されるわけではありません。全身が振動を知覚し、全存在が応答します。

これが音楽制作が神聖な実践であり、単なる娯楽ではない理由です。真正な臨在をもって楽器を演奏するとき、全力で歌うとき、完全な注意力で音楽に耳を傾けるとき、あなたは現実の振動構造と自らがその構造と共鳴する能力に直接関与しています。これが音楽の最深の機能です。





音楽関与の階層

調和主義は音楽と関与するさまざまな方法を、明確な階層に組織して区別しています。これは人々の好みに関する道徳的判断ではなく、魂が何を必要とするかの構造的認識です。

能動的な音楽制作ー楽器を学ぶこと、歌うこと、作曲すること、他の人と一緒に音楽を演奏することーは最高の関与の形です。音楽を演奏するとき、あなたは神経学的システム、微細な運動協調、規律と臨在の能力、感情的表現性に直接関与しています。あなたは完全な意味で臨在を実践しています。あなたの全意識が今この瞬間に存在していなければ、音楽は失敗します。これが楽器を学ぶことが注意と臨在を発展させるための最も効果的な実践の一つである理由です。楽器はあなたの内的状態の直接的な表現になります。あなたの感情、あなたの規律、あなたの自由、あなたの制限ーこれらすべてはあなたの演奏で直ちに聞き取れます。隠れる場所はありません。隠れる場所がないので、練習は変容的になります。これが最深の意味での遊びです。創造的関与を通じた臨在の能力の再創造です。

生ライブ音楽聴取ーコンサートに参加すること、ミュージシャンがリアルタイムで演奏しているのを経験することーは第二階層です。生ライブ音楽を聴くとき、ミュージシャンは臨在しており、その臨在は彼らの演奏を通じて伝達されます。あなたは振動を通じて彼らの意識の直接的伝達を受け取っています。コンサート会場のエネルギー、同じ音楽に調整された数百人の集団的臨在、その瞬間の再現不可能性（ミュージシャンはまったく同じ方法で同じ楽曲を二度と演奏することはできません）ーこれらの要素は記録音楽とは根本的に異なる経験を創造します。あなたは神聖な取引に参加しています。ミュージシャンが彼らのスキルと臨在を提供し、観客がその臨在を受け取り証言します。これが生ライブ・パフォーマンスが常に人間文化の中心にあった理由です。

記録音楽聴取ー記録された音楽を聴くこと、コンサート会場の音声システムを通じるか、あなたの車内か、ヘッドフォンを通じるかを問わずーは第三階層です。記録音楽は仲介されます。ミュージシャンの意識の元々の伝達は記録され複製されます。この翻訳で何かが不可避的に失われます。記録はミュージシャンではなく、ミュージシャンの表現です。しかし記録音楽は無価値ではありません。それは他の方法では利用できないであろう音楽へのアクセスを可能にします。それは特定の楽曲との繰り返された関与を可能にします。これは真正な善ですが、生ライブ・パフォーマンスと同等ではありません。

受動的デジタル消費ーアルゴリズムプレイリスト、背景音楽、生産性ハックとしての音楽、感情鎮静剤としての音楽ーは最低階層です。これは音楽聴取ではありません。これは真正な関与なしに自分の状態を変更するツールとして音楽を使用することです。アルゴリズムはあなたの以前の消費に基づいてあなたが何を聴くかを選びます。既存の好みを強化するのではなく拡大する閉じたループを作成します。あなたの注意は分散されます。音楽は背景ノイズです。課題も成長も、音楽との真正な出会いもありません。

階層は単純です。能動的創造 > 生ライブ受容 > 記録聴取 > 受動的消費。すべての音楽関与が同等ではありません。さらに重要なことに、魂が真に栄養を受けるためには、階層を上向きに動く必要があります。受動的にのみ音楽を消費する人は本物を渇望しています。時々楽器を演奏したり歌ったりする人は、受動的聴取でいかなる量も代替することができない栄養を受け取っています。





主要な地図体系全体における神聖な音楽伝統

調和主義の三つの主要な地図体系ー五つの地図体系の中のーはそれぞれ精神的実践としての音楽への独特なアプローチを展開しました。

インド古典音楽ーヴェーダ伝統に根ざしたインド古典音楽（北ではヒンドゥスターニー、南ではカルナータカ）はラーガ体系に基づいています。ラーガはメロディーではなく、使用する音符だけでなく、それらが運ぶ配列、強調、感情的性質も指定する完全な旋法フレームワークです。各ラーガは特定の時間帯、季節、意識の状態に調整されると理解されています。ラーガはアラプナと呼ばれるプロセスを通じて展開します。ミュージシャンは徐々に単一の音からラーガの完全な複雑さへと拡張し、外的なメートルではなく呼吸と内的なタイミングのペースで動きます。これは音による瞑想の実践であり、定義された構造内で利用可能な無限の複雑さの探究です。ミュージシャンの責任は、技法を仮想的に表示することではなく、ラーガを真正に探究し占有すること、その構造内で自分自身を見出すことです。これは技術的習得と深い精神的臨在の両方を必要とします。ラーガ・リサイタルに真正に耳を傾ける聴衆は、平行した旅を経験します。外的聴取から徐々に深い受容性と意識の状態へと動きます。これがなぜ真正なラーガ・パフォーマンスは1時間以上かかることがあるのかです。深さは展開する時間を必要とします。

スーフィー献身的音楽ースーフィー伝統は音楽（カッワーリーと他の形）を神への直接の道として展開しました。音楽、詩、運動（回転または揺れ）は、分離された自己を溶解させ、神聖なものとの一致の直接的経験を生成するように設計された実践に統一されます。神聖な言葉と句の繰り返し、リズムの増加する強度、リード・シンガーとコーラスの間の応答的パターンーこれらはすべて、心（アナハタ）を開き、魂を超越者との交わりへともたらす変容された意識の状態を誘導するように設計されています。カッワーリー特に、パフォーマンスではなく精神的伝達として理解されています。偉大な巨匠は一晩中歌い、異なる楽曲、異なる感情領域を動き、自分たちと聴衆の両方をより深い精神的臨在の状態へともたらす目標で歌いました。音楽は意図を運びます。それは音の中の祈りです。

西洋古典と半音階伝統ー半音階とハーモニー機能に基づいた西洋伝統は異なるアプローチを展開しました。旋法探究ではなく、西洋古典音楽はハーモニー進行と構造建築ーソナタ形式、シンフォニー、音楽思想の論理的発展と解決を展開しました。バッハ、モーツァルト、ベートーヴェンなどの作曲家、そして現代作曲家は音楽を深い哲学的および精神的真理を表現することができる言語として見ました。バッハのフーガの美学は構造と秩序の最深原理の数学的探究です。ベートーヴェンの後期四重奏曲は精神的変容と超越の表現です。現代古典作曲家は継続してこの系統を続け、人間意識のスペクトルを探究するために半音階表現の全範囲を使用します。ここでの関係は異なります。ミュージシャン／作曲家は受け取られた伝統を伝達するのではなく芸術的声明を創造しています。しかしこれが接近される深さと誠実性は同等に深刻であることができます。

調和主義は三つの主要な地図体系すべてを尊重します。各々は神聖な実践としての音楽の真正な実践を展開しました。共通点は真正な音楽実践が娯楽ではなく、音のメディウムを通じた現実との出会いであることです。





音楽と治癒次元

音楽の治癒力は比喩的ではありません。振動は生物に影響します。正しい周波数、正しい文脈では、ストレスを減らし、免疫機能を高め、痛み管理を促進し、回復を加速し、感情的および心理的状態に深い変化を作成することができます。これが音楽が常に治癒文脈で使用されてきた理由です。シャーマニック太鼓からー中世平聖歌から現代的音響治癒まで。

メカニズムは謎めいていません。人間の神経系には共鳴周波数があります。遅く規則的なリズムは副交感神経（休息と復旧）のトーンを活性化します。より速く複雑なリズムは交感神経（動員化）トーンを活性化します。自然共鳴と首尾一貫したハーモニー周波数（シューマン周波数7.83 Hz、地球の電磁場の基本周波数、人間脳波の周波数）は不調和またはカオス的周波数とは異なる効果を生成します。体内の水は振動に応答します。細胞は振動に応答します。全体的なシステムは応答性があります。

これが自分が聴く音楽の選択が深く重要である理由です。すべての音楽が同じ効果を持つわけではありません。攻撃的で不調和な音楽、高い時間的複雑性と迅速なビート変化は、ストレス応答を生成します。穏やかで首尾一貫した遅い音楽は落ち着き応答を生成します。調和的に豊かで感情的に動く音楽は、単に新しいまたは刺激的な音楽とは異なる神経ネットワークを活性化します。健康の輪と遊びの輪はここで交差します。あなたが選ぶ音楽はあなたの生物学的状態に影響します。真正に栄養を与える音楽を聴くこと（あなたが愛する音楽、あなたを感情的に動す音楽、振動的に首尾一貫した音楽）は、遊びの柱と同程度に健康の柱の一部です。

音楽が治癒する音楽と音楽が鎮静する音楽の区別は重要です。多くの現代音楽は鎮静するように設計されていますー真正な休息と真正な感情を防ぐ無感覚で解離的な落ち着きを生成するために。これは真正に緩和し復旧する音楽とは異なります。前者は依存を作成します。後者は真正な回復を促進します。後者は人がそれに臨在していることを要求します。前者は人が単に受動的にそれに露出されることを要求します。





臨在としての音楽と音楽としての臨在

臨在と音楽の間には深い相互関係があります。音楽は臨在を通じて真正になります。ミュージシャンは散乱または断片化しながら真正な信憑性で演奏することはできません。聴衆は機械的にそれを消費しながら真正に音楽を聴くことはできません。真正な臨在が到達した瞬間、音楽は変容します。背景音のように思えたものが鮮明になります。親しみのある楽曲のように思えたものが以前に気づかなかった深さを明かします。技法のように思えたものが真正な人間の表現として自身を明かします。

逆に、音楽は臨在を生成します。規則的リズム、ハーモニック構造、感情的な弧ーこれらすべてが意識を現在の瞬間へ描きます。これがなぜ音楽がすべての瞑想伝統全体で使用されるか、なぜ特定の音楽は流れ状態を促進するか、なぜ音楽を演奏することが現在のモーメント認識を発展させるための最も効果的な実践の一つであるかです。音楽は臨在が自然になる容器を作成します。

この理由で、最高の形の音楽関与は常に個人的です。あなたはあなたの魂に呼ばわる音楽、楽器、伝統を見つけなければなりません。それはクラシック・ギターです。他の者にとって、声それ自体です。他の者にとって、ピアノ、ドラム、インド古典、スーフィー詩と歌、民俗伝統、現代作曲。調和主義は単一の道を規定しません。それは関与が真正であること、臨在が真実であること、音楽が真正に栄養を与えるために選ばれたことのみを要求します。単に気をそらすのではなく。





実践的関与：学び、創造、聴取

楽器を学ぶことは臨在の栽培への最も直接的な道の一つです。これは仮想音楽家またはプロのミュージシャンになることについてではなく、工芸の規律に自身を従わせることであり、外的構造（楽器、音楽理論、あなたが学んでいる楽曲）があなたの注意を組織することを可能にします。楽器は教えます。それはあなたにそれを偽ることを許しません。あなたの注意が途切れると、演奏は即座に失敗します。あなたの感情が縮約され、それは聞き取れます。あなたの規律が揺らぎ、それが見せます。あなたの状態の真実からリアルタイムで隠れる場所はありません。これがなぜ音楽学習が子どもに変容的であるかです。主にそれが音楽家を生成するからではなく、それがより臨在する、より規律のある、より気づきのある人間存在を生成するからです。

声は特に言及に値します。それはあなたの最も直接的な楽器であるからです。それは外的な技術を必要としません。ただあなたの呼吸と意図のみです。正式な聖歌隊であろうと、グループ実践であろうと、ただ友人と一緒であろうと、他の人と一緒に歌うことは他のあらゆる方法で達成するのが難しい形の社会的結合と同期を作成します。共有される呼吸、相互関連するハーモニー、小さなスペースで一緒に聞き取られる声の共鳴は、一致と接続の経験を作成します。深いものです。

作曲と即興ー音楽的に訓練されたかどうかを問わずーはますます利用可能です。音楽を作成する能力は、デジタルツールが作成をアクセス可能にするので、常にそうであったわけではありません。問題は、作成が真正な関与でアプローチされるか、外的終わりへの手段としてアプローチされるかです（コンテンツを作成するため、注意を求めるため）。真正なアプローチは常に内部的です。私は音を通じてあなたの経験について何か真実を表現することができますか？即興を通じてあなたが以前訪問していない領土を自分自身内で探究することができますか？私が創造できることー私を動す、私の真正な状態を反映するもの？この意図は活動を消費から作成へと変容させます。

完全な注意力で聴くことーライブ・パフォーマンスへ、真正にあなたを呼ぶ記録音楽へ、あなたの通常の消費の外側の伝統からの音楽へーは実践です。それはあなたが他の活動を脇に置き、判断なしに聴き、動かされる開放性を保つことを必要とします。最も一般的な「聴取」の形（他のことをしながらの背景音楽）は聴取ではありません。それは音楽をツールとして使用することです。真正な聴取は実践であり、規律であり、臨在の形です。あなたがこの方法で聴くとき、あなたは受動的ではありません。あなたは能動的に受け取り関与しています。





関連項目：遊びの輪、音と沈黙、Ṛta、歓び
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